
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブ明倫賞授与式 

    

NPO法人「十次のおやつ」 

               図師 いくみ様 

十次のおやつは、高鍋町で活動するボランティア団体

です。子どもがおやつをほおばる楽しい時間を作ろうと、 

２０２３年５月から、１８才以下の子どもを対象に駄菓

子の振る舞いをする活動を始めました。運営資金は、地域

の方からのお金の寄付、物品の寄付、アルミ缶リサイクル

等を資金としています。月に２回（TSUTAYAたかなべ店と 

黒木せいごろう邸）にて開催していますが、毎月１００人

を超える子どもたちが遊びに来てくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

皆様今日は。 

本日も例会ご出席あり

がとうございます。 

先日の全員協議会では

会場移転の問題をご提案

させていただきましたが、

理事会の協議の中では想

定しなかった提案等もい

ろいろ出て参りましてな

かなか一足飛びには進展

しない印象を持ちました。今後また皆さまと十分に協議

を重ねて参りたいと思います。 

 話は変わりますが、昨年当クラブの明倫賞を受賞され

た彫刻家の田中等さんは若いころインド、パキスタン、ア

フガニスタン、ネパールを1年かけて放浪され、その時の

たくさんの写真をスライドにして上映してくれたことが

ありました。もう半世紀も前のことです。多分田中さんの

ご実家で、みんなで焼酎を酌み交わしながら鑑賞した記

憶があります。インド、イスラム世界の興味深い景色や風

習、町や村々の様子、貴重な文化遺産など様々な写真を見

せていただきましたが、その中にアフガニスタンの町の

バザールの写真が数枚あって、ターバンを巻いて腰に偃

月刀を吊り下げ、ラクダにまたがって悠然と人を見降ろ

している男やら、雑踏でごった返すバザールの風景やら

非常に面白く拝見いたしました。中でも民族衣装の綺麗
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第 2345 回 令和 7 年 6 月 5 日プログラム  

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

6月の月間テーマ  

  ロータリー親睦月間 

７．月初めのセレモニー 

８．ＢＯＸ披露   

９. 委員会報告 

10．新入会員卓話 

11．点   鐘  

 

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング 

  君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内     

＊月初めのセレモニー 

＊雑誌紹介 

 ＊新入会員卓話―中岡登志君 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

次週例会案内6月 12日（第2346回） 

 ＊ポリオ BOX 

 ＊クラブ協議会（年間報告） 

第 2344回 例会内容（5/29） 

） 

 



な娘さんたちの写真がひときわ目を引いたのですが、田

中さんが「これはギリシャ人の末裔の集落から買い物に

来た娘さんたちだよ。」と聞かされて驚いた記憶がありま

す。アレクサンダー大王が西北インドに侵入したのは

B.C327年、今から2400年前のことです。そこにたくさん

のギリシャ人が移住してきたことは歴史の知識としては

知っていましたが、まさかいまだにその末裔の人々がそ

の土地で暮らしているとは思いもよりませんでした。ギ

リシャ、ローマ文明とインド文明との交流は我々の想像

以上にずっと続いて、とりわけ貿易風の発見でアフリカ

とインドを結ぶ航路が出来てからは盛んに交易がおこな

われ、今でも南インドではローマの貨幣が大量に発見さ

れるとのことです。またエジプトのアレクサンドリア（ギ

リシャのプトレマイオス朝が治めていた）にはインド人

の仏教僧侶が居住していたという記録があるそうです。 

 話は西北インドに戻りますが、そこではインド文明と

ギリシャ文明の衝突、そして融合が起こりました。表がギ

リシャ文字、裏はインド文字という貨幣もたくさん見つ

かっています。またB.C200年ごろに成立した『ミリンダ

王問経』という経典があり、これは当時北西インドを統治

していたメナンドロス1世（ミリンダ王）と仏教の僧侶ナ

ーガセーナとの対話、問答をお経にしたものです（漢訳で

は『那先比丘経』という）。やがて仏教に帰依するギリシ

ャ人がたくさん出てまいりました。当時のインド仏教で

は「聖なる者、尊い仏を形であらわすことはできない」と

され、仏像はなく、仏の存在は誰も座っていない宝座のみ、

あるいは大法輪という車輪をモチーフにした象徴で表現

されていました。ところがご存知のようにギリシャ人は

形相（エイドス）を非常に重んずる民族です。あの美しい

ギリシャ彫刻に代表されるように、「完全な形の中に完全

な真理が宿っている」という思想の持主です。そこで「仏

様の姿を美しく完全な形で表現したい」という願いと欲

求が生まれ、仏像が誕生しました。これが『ガンダーラ仏』

と呼ばれるまるでギリシャ彫刻のような美しい仏様の像

です。これはインドの仏教徒たちにも影響を与え、やがて

インドの南の方でも『マトゥラー仏』と呼ばれる、よりイ

ンド風の顔だちを持つ仏像が作られるようになりました。

形を重んずるギリシャ思想が形を否定するインド仏教に

変化をもたらしたわけであります。ところが今度はもう

一つ変化が起こりました。仏教徒たちは仏像に対して己

の想念を集中して禅定に入り、仏を念じつつ自我を脱却

することで、全ての対立を超えた『空』の世界へと心が開

かれて行く、念仏三昧の修行を実践するようになりまし

た。そして「この『空』の世界からより高次元の形相の世

界が生み出されてくる」という思想が出てきました。これ

は皆さまがよくお聞きになる『般若心経』の「色即是空、

空即是色（空こそ色なれ）」の思想で、色（しき）とは形

あるもの、すなわち形相（エイドス）のことです。そこに

『空』の境地を悟り、体現しつつより清らかな社会的実践

を行うべきであるという『菩薩道』の理想が生まれました。 

 『空』の思想はギリシャ思想とインド思想の衝突と融合

の中で生み出されたといえますが、これは数学上の『ゼロ

の発見』と軌を一にしており、大体紀元前後のことであり

ました。いわゆる大乗仏教はインドとギリシャの思想の

対決から発展したものであり、念仏の源流もここにあり

ます。後の中国仏教の歴史の中で仏教の実践は心（空）を

重視して仏がどこかに行ってしまった禅宗と、仏を重視

して心（空）がどこかに消えてしまった念仏との二つに分

かれてしまいましたが、大乗仏教の根源に立ち返るとき、

私たち僧侶はよくよく反省しなければならないと考えて

おります。  

今日は大変難しい話をして恐縮でした。ご清聴ありが

とうございました。 

 

□幹事報告         幹事 坂田 師通 君 

＜文書案内＞ 

＊日南RCよりRILA開催の 

お礼 

＊「会長就任挨拶」の原稿 

依頼（〆切6/30） 

＊クラブにおける取り組み 

 状況の報告（〆切6/23） 

＊地区戦略計画委員会特別 

セミナー（〆切6/25） 

 日時 2025年7月19日 

    14：00～16：00  場所 メインホテル5階 

＊クラブサポートミーティングのための25-26、26-27 

年度目標入力のお願い（〆切6/10） 

 

 

   

図師いくみ様     宮日支局長 新坂英伸様 

 

□地区研修協議会報告 

   

   会長エレクト      幹事エレクト 

川上幸子君       長濵 博君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   
橋口清和君        岩切一浩君 

 

 

□ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 高橋 康朗 君 

＜ニコニコ・財団・米山 BOX> 

【多賀学昭君】十次のおやつの 

明倫賞受賞おめでとうござ 

います。皆様の今後のご活 

躍をお祈りいたします。 

【坂田師通君】十次のおやつの 

  明倫賞受賞を心からお祝い 

申し上げます。 

【児玉幸則君】結婚記念祝いと 

お見舞いのお礼体はまだ十分に動かせませんが酒は 

飲めますので久し振りの酒を楽しみにしています。 

 

 

□出席報告        委員長 児玉 幸則 君 

 

 

出席状況報告（5/29） 

会   員  数 39名 

出 席 会 員 数 28名 

ホーム出席率 73.68％ 

修 正 出 席 率 78.95％ 

 

 

 

     

ソングリーダー 橋口君        ピアノ演奏 森さん 

 

 

 

 

6月の例会プログラム 

 

   6/5 （2345回） 米山ランチ BOX 

        月初めのセレモニー、雑誌紹介 

        新入会員卓話―中岡登志君 

   6/12 （2346回）クラブ協議会（年間報告） 

        ポリオ BOX 

   6/19 （2347回） ポリオ BOX 

        創立 50周年に向けて 

        次年度プログラム委員会 

   6/26 （2348回）クラブ協議会（年間報告） 

        三役退任あいさつ 

        100万ドルランチ BOX 

 

 

 

   
  テーブルの花          本日の食事 

 

 

 

ロータリアンの行動規範 

  

  ロータリアンが使用するために次の行動規範が採択 

  された。 

  ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

1） 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理 

   基準をもって行動する。 

2） 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業 

   に対して尊重の念をもって接する。 

3） 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、 

   特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世 

   界中の人びとの生活の質を高める。 

4） ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とす 

   ような言動は避ける。 

5） ロータリーの会合、行事、および活動においてハラ 

   スメントのない環境を維持することを支援し、ハラ 

   スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報 

   告した人への報復が起こらないよう確認する 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


